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意見書�意見書�意見書�
6月定例会では3件の意見書を

可決し、関係機関へ送付しました。

新鮮な野菜を食卓へ（きゅうりの収穫作業）

6
月
定
例
会
で
は
請
願
1
件
を
新
た
に
受
理
し
、
1
件
の
取
り
下
げ

を
承
認
、
5
件
を
採
択
、
3
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
陳
情
に
つ
い
て
は
6
件
を
新
た
に
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執

行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
同
一
件
名
、
同
一

内
容
の
請
願
第
48
号
、
第
49
号
、
第
52
号
「
市
内
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

交
通
規
制
の
柔
軟
な
運
用
に
つ
い
て
」
と
、
第
54
号
「
犯
罪
の
国
際
化

及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
新
設
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
以
上
4
件
は
請
願
の
要
旨
に
か
え
、
提
出

し
た
意
見
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
1
月
か
ら
、
市
民
の
長

い
間
の
願
い
で
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
試
行
運
行
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
運
行
は
市
の
中

心
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
市
内
に
は

ま
だ
多
く
の
公
共
交
通
機
関
の
空
白
、

不
便
地
域
が
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
小
平
市
北

東
部
地
域
は
公
共
交
通
網
か
ら
大
き

く
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
小
金

井
三
丁
目
の
東
部
を
見
て
も
100
世
帯

約
300
人
の
住
民
の
う
ち
60
歳
以
上
の

高
齢
者
が
4
割
を
超
え
、
80
歳
以
上

者
も
約
1
割
を
占
め
る
と
い
う
高
齢

化
の
進
ん
だ
地
域
で
す
。
先
ご
ろ
私

た
ち
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
高
齢
に
な
り
歩
く
の
が
困
難
」、

「
外
出
が
重
荷
に
な
っ
て
き
た
」、

「
高
齢
に
な
り
自
転
車
や
車
の
運
転

が
危
険
に
な
っ
て
き
た
」
な
ど
切
実

な
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

超
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
今
日
、

高
齢
者
が
日
常
の
生
活
を
自
立
し
て

営
む
た
め
の
移
動
手
段
を
保
障
す
る

こ
と
は
、
従
来
の
福
祉
施
策
と
は
異

な
っ
た
、
現
在
大
き
く
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も

重
要
な
施
策
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
市
民
が
い

つ
で
も
、
ど
こ
に
で
も
移
動
で
き
る

権
利
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も

連
れ
が
安
全
・
快
適
に
外
出
、
移
動

で
き
る
交
通
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
請
願
い

た
し
ま
す
。

1

小
平
市
北
東
部
地
域
か
ら
東
部

出
張
所
、
公
立
昭
和
病
院
、
市
役
所

等
に
通
じ
る
、
に
じ
バ
ス
な
ど
の
路

線
拡
大
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
花
小
金
井
三
丁
目

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と

し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行

都
市
農
業
は
消
費
者
に
新
鮮
で
安

全
な
農
作
物
を
供
給
す
る
ほ
か
、
緑

地
と
し
て
の
環
境
保
全
、
市
民
と
の

交
流
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

形
成
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
な

ど
多
面
的
な
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
上
で
都
市
農
業
の
果
た
し
て

き
た
役
割
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
小
平
市
に
お
い
て
も
身
近
な

農
地
・
農
業
を
で
き
る
だ
け
残
し
て

ほ
し
い
と
の
地
域
住
民
の
要
望
が
根

強
く
あ
り
ま
す
。
小
平
市
議
会
は
農

地
・
農
業
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
ま
す
。

小
平
市
に
お
い
て
も
農
地
・
農
家

の
減
少
に
歯
ど
め
が
か
か
ら
ず
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な

ど
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
持
続
可
能

な
都
市
農
業
を
実
現
す
る
本
格
的
な

対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
都
市
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
抜

本
的
な
都
市
農
地
保
全
・
農
業
振
興

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

１
　
都
市
農
業
関
連
税
制
の
見
直
し

に
際
し
て
は
、
市
街
化
区
域
内
に
農

地
を
持
つ
農
家
が
希
望
を
持
っ
て
持

続
的
に
農
業
を
営
む
こ
と
の
で
き
る

仕
組
み
に
再
構
築
す
る
こ
と
。

２
　
都
市
計
画
法
、
生
産
緑
地
法
、

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
な
ど
の
都
市

農
業
関
連
の
法
制
・
税
制
な
ど
を
見

直
し
、
新
法
制
定
も
視
野
に
入
れ
た

抜
本
的
な
都
市
農
業
政
策
を
確
立
す

る
こ
と
。

３
　
学
校
給
食
と
農
家
と
の
連
携
な

ど
都
市
部
に
お
け
る
地
産
地
消
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
農
業
体
験
農
園
、

市
民
農
園
、
学
童
農
園
な
ど
を
通
じ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
や
環
境

教
育
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
。

４
　
上
記
の
政
策
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
農
林
水
産
省
、
総
務
省
、
国

土
交
通
省
、
財
務
省
な
ど
関
係
府
省

に
よ
る
都
市
農
業
政
策
の
横
断
的
な

検
討
機
関
を
設
置
し
、
早
急
に
成
案

を
得
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

政
庁
等
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で

あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

小
平
市
北
東
部
（
花
小
金
井
三
丁

目
）
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

走
ら
せ
る
会
　
代
表
　
大
西
　
聡

外
323
人

犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び

に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る

た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
と
は
、
傷
害
、
強
盗
な
ど
619

の
罪
に
対
し
て
、
事
件
が
な
く
と
も

2
人
以
上
で
合
意
し
た
と
み
な
せ
ば

懲
役
、
禁
固
刑
を
課
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
す
。
実
行
行
為
が

必
要
な
共
謀
共
同
正
犯
と
い
う
従
来

の
考
え
を
覆
す
も
の
で
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
思
想
、
表
現
、

団
結
の
自
由
を
侵
す
国
際
組
織
犯
罪

防
止
条
約
批
准
の
条
件
と
し
て
出
さ

れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
適
用
範
囲

な
ど
あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
り
、
拡

大
解
釈
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
懸
念

が
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

与
野
党
か
ら
修
正
案
が
出
さ
れ
て

い
る
現
在
、
な
お
一
層
の
慎
重
な
審

議
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
現
在
国
会

に
提
出
さ
れ
て
い
る
犯
罪
の
国
際
化

及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高

度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
新
設
に

つ
い
て
、
慎
重
な
国
会
審
議
を
す
る

よ
う
求
め
ま
す
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
あ
て

小
平
市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
平
成
17
年
に
3
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
高
齢
化
率
の
上
昇
も
加
速
し

て
お
り
、
既
に
17
・
3
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
困
難
な
障
害

者
に
発
行
さ
れ
て
い
る
福
祉
タ
ク
シ

臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
あ
て

ー
券
も
、
そ
の
利
用
者
数
は
昨
年
度

実
績
で
千
4
百
59
人
（
延
べ
8
万
9

千
3
百
70
枚
利
用
）
に
達
し
て
お
り
、

こ
の
状
況
を
か
ん
が
み
れ
ば
、
市
内

に
お
け
る
歩
行
困
難
者
の
数
は
今
後

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
歩
行
困
難
者
が
買
い
物
や

通
院
の
た
め
に
外
出
す
る
際
、
自
己

ま
た
は
同
居
親
族
等
所
有
の
自
動
車

を
使
用
で
き
る
場
合
は
そ
れ
を
使
用

す
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
条
件

が
整
わ
な
い
場
合
は
、
タ
ク
シ
ー
等

の
公
共
交
通
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
状
で
す
。

小
平
市
内
で
は
、
小
学
校
を
中
心

と
し
た
半
径
500

以
内
の
42
か
所
の

道
路
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
通
学
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
沿
線
に
居
住
す
る
歩
行
困
難
者
が

や
む
を
得
ず
規
制
中
の
当
該
道
路
を

自
動
車
で
通
行
す
る
場
合
、
そ
れ
が

恒
常
的
な
目
的
で
あ
れ
ば
、
自
己
や

同
居
親
族
所
有
の
自
動
車
に
対
す
る

警
察
署
長
発
行
の
通
行
許
可
証
を
取

得
し
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
警
察
署
長

発
行
の
通
行
証
は
申
請
か
ら
発
行
ま

で
に
数
日
を
要
す
る
た
め
、
そ
の
取

得
目
的
が
突
発
的
な
場
合
に
は
そ
の

利
便
性
が
阻
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

交
通
機
関
の
車
両
が
警
察
署
長
発
行

の
通
行
許
可
証
を
取
得
し
て
い
る
か

メ
ー
ト
ル

否
か
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
公

安
委
員
会
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な

歩
行
困
難
者
の
移
動
に
支
障
を
来
し

て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
車
両
通
行
禁
止
時
間
帯

に
お
い
て
、
そ
の
沿
線
住
民
の
う
ち

歩
行
困
難
者
が
緊
急
的
突
発
的
な
目

的
で
乗
車
す
る
車
両
に
限
り
、
関
係

法
令
の
弾
力
的
な
運
用
を
図
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
長
あ
て

《
小
学
校
3
年
生
》

○
5
月
25
日
　
八
小
91
人

○
6
月
22
日
　
学
園
東
小
70
人

○
7
月
7
日
　
鈴
木
小
34
人

○
7
月
11
日
　
二
小
108
人

市
民
の
皆
様
に
議
会
を
少
し
で
も

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
187
―
8701
小
平
市
小
川
町
二
丁
目

1
3
3
3
番
地

議
会
報
編
集
委
員
会

小
平
市
議
会
事
務
局

1
0
4
2
（
3
4
6
）
9
5
6
6

5
0
4
2
（
3
4
6
）
9
5
6
7

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン（
上
水
本
町
四
・
六
丁
目
）

▲

あ
と
が
き

あ
と
が
き�

あ
と
が
き

あ
と
が
き�

あ
と
が
き�

議
場
見
学

議
場
見
学�

議
場
見
学�

小

平

市

北

東

部

地

域

に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の

運
行
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

抜

本

的

な

都
市
農
業
振
興
策
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化

並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に

対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の

新
設
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
を

求

め

る

意

見

書

市
内
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

交
通
規
制
の
柔
軟
な
運
用
を

求

め

る

意

見

書

閉
会
中
の
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

請
願
第
46
号

小
平
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
の
改
善
に
つ
い
て

請
願
第
47
号

医
療
的
ケ
ア
を
伴
う
障
害
児
の
進
路
保
障
に
つ
い
て

請
願
第
50
号

サ
ー
ビ
ス
利
用
や
負
担
な
ど
介
護
保
険
の
改
善
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

4月27日～7月26日
本会議、委員会、諸会議など

16日 総務委員会
17日 生活文教委員会（調布市視察）
18日 厚生委員会

三多摩上下水及び道路建設促
進協議会
大阪府泉南市議会議員視察来
庁（指定管理者制度について）

19日 建設委員会
東京河川改修促進連盟総会・
促進大会

29日 幹事長会議
31日 小平・村山・大和衛生組合議

会臨時会

1日 議会運営委員会
3日 昭和病院組合議会臨時会
6日 6月定例会初日
7日 6月定例会2日目（一般質問）
8日 6月定例会3日目（一般質問）

幹事長会議（臨時）
9日 6月定例会4日目（一般質問）

議会運営委員会（臨時）
13日 総務委員会
14日 生活文教委員会（市内視察あり）

15日 厚生委員会
16日 建設委員会（市内視察あり）
19日 都市基盤整備調査特別委員会
20日 産業活性化調査特別委員会

（市内視察及び立川市視察あり）
21日 幹事長会議
22日 議会運営委員会
27日 6月定例会最終日

議会運営委員会（臨時）
建設委員会
議会報編集委員会

29日 湖南衛生組合議会臨時会

5日 多摩六都科学館組合議会研修
会

11日 東京都四市競艇事業組合議会
行政視察（岡山県倉敷市）

18日 議会報編集委員会
東京都四市競艇事業組合議会
臨時会

24日 三多摩上下水及び道路建設促
進協議会第1委員会

26日 三鷹・立川間立体化複々線促
進協議会
多摩地域都市モノレール等建
設促進協議会

5 月

6 月

7 月

議 会 日 誌議 会 日 誌議 会 日 誌

（請願）


